
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民芸の森倶楽部たより 第 3 号 平成２８年９月 

《活動報告》7月２３日（土）民藝夏期学校 

 

○絞り染め体験のお手伝い 
 
豊田市民芸館講師による「雪花
（せっか）絞り」（三角に折り畳んだ布

を板にはさんで染料に浸す技法）を体
験する皆さんのお手伝いをしま
した。洗い広げ藍色の模様が浮き
出た、世界にひとつのオリジナル
手拭いができました。 

○冷茶のおもてなし 

豊田市がお茶処であるということ
で、市内吉原町「碧園お茶の純平」
さんの手摘み茶葉の水出し冷茶を
用意しました。茶器には平戸橋町
の陶芸家・故河村喜太郎氏のもの
を使用しました。この茶器は良質
な猿投の土によるものであること
を孫にあたる河村喜平さんより説
明がありました。 

 

 ４月２日のオープン以降、５月２９日（日）にはイベント「初夏、森の手ざわり」を開催し、多くの方
にご来場いただきました。６月２５日（土）には森倶楽部総会を開催しました。今夏、７月２２日～２４
日に開催されました民藝夏期学校において各地より来場の参加者の皆様に「おもてなし」としてお迎えし
ました。その様子をご報告します。 

 

○ボランティアガイド 
 
夏期学校という民芸を学ぶ皆様
へ、民芸の森の主な４カ所（青隹
居、コンクリート電柱、茶室、旧
海老名三平宅）にて説明しお迎え
しました。割当時間を超過する熱
の入った説明ぶりで「見学者の記
憶に残せたかな」と短時間ながら
も嬉しいガイド経験でした。 

 

【歴史文化の伝承部会】浦野 進 
 この部会は主に民芸の森のボランティアガイドを行なっています。そして施設紹介だけでなく本多静雄さんの偉
業や人柄の理解を深めるお手伝いをしたいと思っています。とは言え、本多静雄さんが活きた 101 年の生涯は、
私たちガイドにとっても、まだ、謎だらけです。謎の解明で、ガイドの内容がより向上し、皆さまの期待に応える
ことになると考えています。一緒に、謎解きツアーを楽しみませんか。  
定例会：毎月第１土曜日 ガイド実施日：第１・第３土曜日 10 時～12 時・13 時～15 時 随時催行（所要時間 30 分） 
 

【豊田らしい民芸部会】角岡秀行  
 当会が民芸の森で果たす役割の一つが、市内で活躍する工芸家やものづくりに励む方々の紹介です。イベントに
おける“森の市”（次回開催日は未定）を「作り手」と「使い手」を結ぶ場として企画していきますので、ぜひご参加、
共働をお待ちしています。また体験講座も担当していますので気軽にご参加下さい。   
定例会：毎月第４日曜日 体験講座日：第３土曜日 10 時～15 時 
 

☆民芸の森倶楽部で一緒に活動しませんか？☆ 
入会希望・お話を聞いてみたい方は、民芸の森倶楽部事務局まで直接来館または電話・FAX・メールでご連絡
ください。FAX・メールのタイトルには「森倶楽部入会について」をつけて下さい。 
 豊田市民芸の森事務局内 民芸の森倶楽部事務局  
 豊田市平戸橋町石平６０−１  TEL（0565）４６—０００１ FAX(０５６５)４６−００４３  
 アドレス mingeinomori@city.toyota.aich.jp  
  ホームページ URL  http://www.mingeikan.toyota.aichi.jp//mingeinomori/ 
 
 

【森の環境づくり部会】近藤善房  
 ８月下旬の体験講座「森の観察と鳥の巣箱づくり」では、部会のメンバーで鳥の生態と巣箱の試作で準備をして
きました。当日、森の観察ではカブトムシ、アブラゼミの昆虫は見つけても、野鳥には出会えませんでした。しか
し巣箱作りでは、のこぎりを初めて使う子どもの真剣な顔や、汗を拭きながら手伝うお父さんお母さんの楽しむ顔
が見られました。今後も森づくりと楽しい企画を提案していきますので、ぜひご参加ください。    
定例会：毎月第１土曜日 体験講座日：第３土曜日 10 時～15 時 

《各部会より》  

 

※各部会定例会の日程・時間は変更の場合もありますのでお問合せください。 
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